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社会福祉法人　路交館 理事長

「共に生きる」社会のために

尾 﨏 健 二

近畿地方では今年の梅雨明けは 6 月 27 日だっ
たそうです。猛烈な暑さに、路交館の活動に連
なる人々の体調を心配する毎日です。

路交館は日韓インクルーシブ交流と称して、
ソウルで障がい児者の地域生活の支援に取り組
む「木と果実」との間で職員の交換実習を行っ
ています。今年は路交館から 2 名の職員がソウ
ルに派遣され、1 週間の実習を行いました。私
も激励団としてソウルを訪問し、実習最終日の
報告会では、2 名の職員の様々な学びを「木と
果実」の方たちと共に分かち合うことができま
した。

　今回は初めてグループホームの職員が実習
生として参加したこともあって、グループホー
ムについての質問がたくさんありました。韓国
の現状では、障がい者が家族に頼らずに地域で
生きていくことは非常に難しいと言わざるをえ
ません。日本も 30 年ほど前までは同じような
状況でした。障がい者は家族（その多くは母親）

が年老いて支援・介護が難しくなると、生まれ
育った地域を離れて人里離れた施設に入り、残
りの人生はそこで終えるのです。

　現在はどうでしょうか？決して十分とは言
えませんが、両親や兄弟の力を借りずとも、グ
ループホームやヘルパーを利用して地域社会で
生活している障がい者が当たり前のように存在
する世の中になってきました。そこ至ることが
できたのは、障がい当事者や障がい者の家族が、
自分自身や、自分の子どもだけでなく、すべて
の障がい者が共に生きることのできる社会を目
指して声を上げ続けてきたからです。「木と果実」
は 10 年後、20 年後に誰もが地域社会で共に生
きることのできるソウルを、韓国を目指して声
を上げ続けていくことでしょう。

私たちはどうでしょうか？私たちの暮らしが
守られ、路交館の利用者が楽しく生活できてい
ればそれでいいのか？その答えは、行動によっ
てしか示すことはできません。
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7/19 ㈯お祭り大好きなメンバーさん達が、待ちに待った「土居の夜店」が開催されました。

全員参加は出来ませんが、代表で参加したメンバーさん達が、暑い中「いらっしゃいませー！ポッ

プコーンいかがですか？」と、お客様を見つめて元気に呼び込みをする声が響いていました。

土居の夜店メンバー委員 7 名が中心となり会議を重ね、話し合って景品の買い出しに行ったり、周

りのメンバーにも協力してもらって、景品の袋詰め・看板や景品箱を製作し、うぃず守口メンバーが

一丸となって盛り上げた「土居の夜店」となりました。

文責：生活介護　志智　啓介

7 月 26 日㈯に、土井商店街の夏祭りがありました。
ういず滝井では、メンバーの代表数名とスタッフで、ジュースとフランクフルトの店を出しました。
フランクフルトでは、ふつうのフランクフルトとハーブ入りの生フランクというのを販売しました。

生フランクというのは限定販売だったりしたからか、暑い中でしたが、ジュース、フランク共に大盛
況でした。

以前に働いていた人が顔を出してくれたり、いろんなメンバーさんが来てくれて、とても楽しい時
間になりました。

文責：生活介護担当　西岡　祐樹

～毎年恒例行事『土居の夜店』に参加～

～夏祭り～

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡
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7/12 ㈯に『お祭りの景品を自分たちで買う』というのを目的に中高生が代表で松屋町商店街まで

行きました。どこを見渡してもおもちゃでいっぱい自分が気に入ったものを手に取ったり遊んだりと

本来の目的を忘れてしまいそうでしたが、無事に選んで購入することができました！ポプラに残った

小学生はお祭りでする屋台をどんなお店にするか考え、中高生が帰ってきたら活動報告会しました。

「こんなものを買ってきたよ」「こんなお店がしたいと話したよ」とお互いに伝えあい、お祭りに向け

て気持ちを盛り上げていきました。

文責：ポプラ担任　越後直之

7 月 26 日（土曜日）、桜の園「地域交流の夕べ」を開催いたしました。
この祭りでメンバーさんと地域の人が繋がる場所が桜の園でありたいと思うと同時に、地域の方同

士が繋がる地域コミュニティーの拠点として、桜の園が担っていくことができたらと思って開催して
います。

そんなお祭りのステージでは、芦間高校のダンス部と淀川工科高校の吹奏楽部の皆さんが会場に花
を添えてくださいました。その中でもメンバーさん達がダンス部の皆さんと一緒に「ジャンボリーミッ
キー」を、吹奏楽部の生演奏で「ヤングマン」のダンスをそれぞれにコラボさせてもらい、元気で楽
しい姿を見てもらう事が出来ました。

吹奏楽部さんには、飛び込みで出演依頼したところ「地域なので行きますよ」と快諾していただき
ました。さらにさらに嬉しいことに、去年ダンス部の皆さんと一緒に踊った「ジャンボリーミッキー」
を「今年も一緒に踊りましょう～」とのお誘いの言葉を頂きました。「これぞ！！地域と繋がること
やな～」とグッっときた言葉でした。

桜の園の熱い夏祭りをこれからも地域の方が「楽しみにしてるで～」と言ってくださる声にも応え
ていきたいと強く思った地域交流でした。

たくさんのボランティアの方、路交館の方々の応援でさらに盛り上がりました。
ありがとうございました。 文責：地域交流担当　谷　繭

～わかくさ祭りにむけて♪～

～地域と繋がるHOTな交流（お祭り）～

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡
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７月５日㈯に納涼会がありました。園と保護者の共催行事として、保護者主催のゲームコーナーや

職員の飲食ブースなど準備してきました。また、今年度は北丘聖愛園が民間移管を受けて２０周年を

記念し、特別に職員が行う“人形劇”や“北丘グッズ”として T シャツやトートバッグを販売しまし

た。在園児の子どもたちは各クラスで製作したオリジナルのチケットを持って楽しんでいました。卒

園児や地域の子どもたちの参加もあり、懐かしさや嬉しさを感じられる納涼会となりました。北丘グッ

ズも職員の予想以上に人気で無事完売！改めて北丘聖愛園がたくさんの方たちに支えられているのだ

なと感じることができました。

文責：保育教諭　久留米　歩美

～北丘聖愛園　20周年記念の納涼会♪～

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡

1 日目は行き道から大雨だったのですが、雨にも負けないような元気さで室内スタンプラリーやコ
マづくりを楽しみました。夕方からは少し雨もやみ、かっぱを着て公園内を散策しました。雨上がり
の草原にはたくさんのバッタが出てきて大盛り上がりでした。

　２日目は朝からびわ湖へ入りに行きました。風が強かったため足だけだったのですが石投げや貝
殻集め、ヤゴ探しなどびわ湖で出来る遊びを楽しんでいました。その後は、大型遊具で遊んだり、自
分で作ったオリジナル虫かごを持って虫探しを楽しみました。

　この２日間、一人ひとりが自分の役割に責任を持ち、どんな状況でも友だちと一緒に楽しむ姿に
子どもたちの持っている力の強さを改めて感じることが出来ました。

文責：ゆり担当　濱本あゆみ

～ゆり（５歳児）びわこ一泊保育～
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6 月 27 日、28 日に園内一泊保育がありました。

当日に向けてクラスがより１つになれるように取り組みを

行ったり、味見クッキングも 3.4.5 歳児全員で行いました！い

ずみさん（3 歳児）も最初はドキドキしていましたが、イメー

ジが膨らみ、ワクワクに変わっていったように思います。今年

は例年と違い、ゆりさん（5 歳児）が大人の役割をし、ひつじ

さん（4 歳児）がおやつ作りをしました。今回の一泊保育を通

して、みんなで泊まれた経験が一人ひとりに自信がついたよう

に感じます。

この自信を次の行事であるうんどう会に繋げていきたいと思

います！

文責：保育教諭　岡　このみ

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡

給食室では子どもたちに少しでも食に対して興味を持ってもらえるように様々な食育活動を行って

います。７月８日 ( 火 ) に行ったとうもろこしの皮むきでは、ひつじさん ( ４歳児 ) がおともだちと

協力して、たくさんのとうもろこしをむいてくれました！

においや色など子どもたちに見て触って食べてもらい五感を刺激するような食育を行っています。

また、食育活動をしていないクラスの子どもたちにも食について少しでも楽しく知ってもらえるよう

に給食室の窓に、食育活動で使った食材を使い、触って見て楽しんでもらえる食育ポスターを設置し

ています。これからも美味しく楽しい給食を作っていけるように頑張ります！

文責：栄養士　長谷川　鈴

～こんな食育活動をしています～
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聖愛園・あすなろ・地域子育て支援センター

東淡路子ども館

北丘聖愛園

豊新聖愛園

わかくさ

ういず守口・ういず滝井

桜の園

ウィリッシュ・ほっとコミュニティうぃる


